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全
国
に
知
れ
た
五
所
川
原
立
佞
武
多
で
す
が
、 
最
近
新
た

に
作
ら
れ
た
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
実
は
今
か
ら

百
年
以
上
も
前
の
明
治
時
代
、
か
つ
て
の 

五
所
川
原
に
は
今

の
大
き
さ
以
上
（
三
十
メ
ー
ト
ル
）
の 

立
佞
武
多
が
存
在
し

て
い
ま
し
た
。 

　
文
明
の
発
達
と
共
に
町
に
は
電
線
が
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ
運

行
が
で
き
な
く
な
り
、失
く
な
っ
た
の
で
す
。 

　
平
成
五
年
、当
時
の
立
佞
武
多
の
図
面
が
発
見
さ
れ
、そ
れ

を
見
て「
作
っ
て
ま
れ
」（
作
っ
て
し
ま
え
）と
い
う
有
志
達
の

意
欲
が
と
う
と
う
平
成
八
年
に
岩
木
川
河
川
敷
で
当
時
の
立

佞
武
多
を
真
似
た
も
の
を
作
り
あ
げ
、平
成
十
年
に
は
、市
内

を
運
行
し
た
と
い
う
歴
史
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　
そ
し
て
今
年
、
私
達
を
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る 

齊
藤

さ
ん（
本
誌「
う
わ
さ
の
あ
の
人
」欄
に
登
場
）が
新
作
を
手
が

け
ま
し
た
。五
所
川
原
に
は

立
佞
武
多
を
制
作
し

て
い
る
若
い
立
佞
武

多
師
が
三
人
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
個
性
あ
ふ

れ
る
斬
新
な
立
佞

武
多
を
作
っ
て
い

る
た
め
、毎
年「
今

年
は
ど
ん
な 

立

佞
武
多
だ
ろ
う
？
」

と
市
民
の
誰
も
が
気
に

な
る
の
で
す
。 

　
齊
藤
さ
ん
に
よ
る
と
五
所
川
原
の
梵
珠
山
の
一
角
に
、
大

陰
陽
師 

安
倍
晴
明
（
あ
べ
の
せ
い
め
い
）
が
法
乗
寺
を
建
立

し
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　
こ
の
一
帯
に
七
つ
の
神
社
や
お
寺
が 

あ
り
、
そ
の
七
つ
の

場
所
が
北
斗
星
の
配
列
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
す
。ま

さ
に
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
す
ね
。

　
北
斗
星
と
い
う
と
子
供
の
頃
唯
一
簡
単
に
見
つ
け
ら
れ
る

星
座
で
し
た
。そ
う
な
る
と
北
極
星
は
ど
こ
に
な
る
の
か
？

と
気
に
な
り
ま
す
。そ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
っ
た
り
、
梵
珠
山
の
七
つ
の
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
っ
て
み
た
い

と
思
わ
せ
る
よ
う
な
平
成
二
五
年
立
佞
武
多
で
す
。五
所
川

原
立
佞
武
多
祭
り
は
八
月
四

日
〜
八
日
で
す
。今
か
ら
楽
し

み
で
す
ね
。

赤
〜
い
り
ん
ご
の
実

赤～いりんごの花

赤～いりんごの花

　
新
作
立
佞
武
多
を
制
作
し
て
い
る
齊
藤
で
す
。

　
今
年
は
近
年
話
題
に
な
っ
て
い
る
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
が
五

所
川
原
地
域
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
き

た
く
「
陰
陽 

梵
珠
北
斗
星
（
お
ん
み
ょ
う
ぼ
ん
じ
ゅ
ほ
く
と

せ
い
）」と
い
う
浪
曼
あ
ふ
れ
る
立
佞
武
多
を
作
り
ま
し
た
。

　
私
が
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
皆
さ
ん
に
ね
ぷ
た
の
指
導
を
す
る

の
も
二
年
目
に
な
り
ま
し
た
。女
性
が
主
体
に
な
る
の
に
、や

る
気
が
み
な
ぎ
っ
て
い
ま
す
。な
ん
で
も
頑
張
る
と
い
う
姿

勢
が
あ
る
の
で
教
え
が
い
も
あ
り
、応
援
し
た
く
な
り
ま
す
。

祭
り
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
も
い
い
ね
ぷ
た
に
仕
上
げ
て
、

新
作
立
佞
武
多
と
共
に
み
な
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

立
佞
武
多
師
　
　
齊
　
藤
　
忠
　
大

　
今
年
度
も
ま
た
、
津
軽
半
島
観
光
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
は
立

佞
武
多
を
自
主
製
作
し
て
い
ま
す
。
題
は
「
思
い
出
〜
故

郷
〜
」
で
す
。
津
軽
出
身
の
作
家
、
太
宰
治
の
作
品
「
思

い
出
」
か
ら
故
郷
に
対
す
る
深
い
愛
を
感
じ
、
題
材
に
決

め
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
、
題
か
ら
も
連
想
さ
れ
る
通
り
、
故
郷
に
対

す
る
思
い
と
誰
に
で
も
故
郷
は
あ
る
、
と
い
う
思
い
を
込

うわさのあの人

め
ま
し
た
。

　
人
形
部
分
は
、
太
宰
の
中
学
時
代
勉
学
に
励
み
な
が
ら

も
、
葛
藤
す
る
様
子
を
描
き
、
生
家
で
も
あ
る
斜
陽
館
の

庭
園
に
あ
っ
た
夏
椿
や
津
軽
に
咲
く
花
を
あ
し
ら
い
、
斜

陽
館
の
中
に
居
る
か
の
よ
う
に
表
現
し
ま
し
た
。

　
飾
り
台
部
分
は
、
津
軽
半
島
を
意
識
し
、
り
ん
ご
の
花

や
豊
作
を
祈
る
虫
送
り
や
荒
馬
踊
り
等
の
伝
統
芸
能
を
描

き
ま
し
た
。

　
誰
に
で
も
、
故
郷
は
あ
る
が
津
軽
は
初
め
て
訪
れ
る
方
に

も
第
二
の
故
郷
で
あ
る
存
在
で
あ
り
た
い
と
い
う
思
い
も
込

め
て
い
ま
す
。
自
分
に
故
郷
が
あ
る
と
い
う
事
は
、
励
み
に

も
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
地
元
の
方
に
も
気
付
い
て
ほ
し
く
太

宰
治
の
作
品
、
思
い
出
と
重
ね
合
わ
せ
ま
し
た
。

　
立
佞
武
多
祭
り
八
月
四
日
〜
八
日
の
期
間
中
三
日
間

運
行
予
定
で
す
。

　
運
行
予
定
が
決
ま
り
次
第
、
津
軽

半
島
観
光
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
ブ
ロ
グ
、

F
a
c
e
b
o
o
k
で
、
ご
案
内
し

ま
す
の
で
ご
参
照
下
さ
い
。
ま
た
、

八
月
九
日（
金
）
は
、
津
軽
鉄
道
の

線
路
上
運
行
も
致
し
ま
す
。
今
年
も

ま
た 

熱
い
夏
が
始
ま
り
ま
す
。

〜
観
て
感
動
・
知
っ
て
感
動
の
立
佞
武
多
の
歴
史
〜

五
所
川
原
に

　　　　「
立
佞
武
多
」あ
り

五
所
川
原
に

　　　　「
立
佞
武
多
」あ
り

津
軽
半
島
観
光
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
製
作

立
佞
武
多「
思
い
出
〜
故
郷
〜
」

津
軽
半
島
観
光
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
製
作

立
佞
武
多「
思
い
出
〜
故
郷
〜
」

　
五
所
川
原
市
で
の
み
栽
培
さ
れ
る
品
種
「
御

所
川
原
」

　
花
も
赤
け
れ
ば
葉
も
赤
い
。
そ
し
て
果
肉
も

赤
い
。
そ
の
見
た
目
か
ら
「
赤
〜
い
り
ん
ご
」

と
い
う
名
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
赤
〜
い
り
ん

ご
の
誕
生
ま
で
は
二
十
年
も
の
歳
月
が
か
か
っ

て
い
ま
す
。

　
初
め
て
こ
の
り
ん
ご
を
見
た
方
は
花
の
鮮
や

か
な
赤
に
驚
き
、
果
肉
が
赤
い
こ
と
に
も
驚
き

ま
す
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
。
地
元
の
人
だ
っ
て

赤
〜
い
り
ん
ご
の
生
果
に
は
な
か
な
か
出
逢
え

な
い
！

　
酸
味
と
渋
み
が
強
い
こ
の
り
ん
ご
は
九
月
中
旬
の
収
穫

時
期
に
い
く
ら
か
出
回
っ
た
後
、
ほ
と
ん
ど
が
加
工
さ
れ

る
の
で
す
。

　
主
な
加
工
品
は
ジ
ュ
ー
ス
、
ジ
ャ
ム
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
。

生
果
が
手
に
入
れ
ば
、
自
分
で
ジ
ャ
ム
を
つ
く
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
た
っ
ぷ
り
の
赤
〜
い
り
ん
ご
を

食
べ
て
健
康
美
人
、
ハ
ン
サ
ム
に
な
り
ま
し
ょ
う
！

　
花
の
季
節
（
五
月
中
旬
）
や
実
が
生
る
頃
（
九
月
中
旬
）

に
、
一
キ
ロ
ほ
ど
続
く
五
所
川
原
駅
か
ら
徒
歩
約
五
分
の

場
所
に
あ
る
並
木
道
を
歩
い
て
み
る
の
も
気
持
ち
が
良
く

て
お
勧
め
で
す
。

赤～いりんご「御所川原」！！

明
治
時
代

平
成
八
年

な



1 小説「津軽」の像記念館小説「津軽」の像記念館

3 味 仙味 仙

5 津軽小泊館津軽小泊館

アテンダントのお勧め情報！アテンダントのお勧め情報！

次回は９月15日発行予定です！！

太宰治と子守タ
ケの関係性を余
すところなく紹介
した記念館
詳細は下記小説
「津軽」の像記念館をご参照ください。

五所川原から弘南バス小泊線か津軽鉄道津軽中里駅前から弘南バス小泊線をご利用ください。五所川原から弘南バス小泊線か津軽鉄道津軽中里駅前から弘南バス小泊線をご利用ください。

小説「津軽」の像記念館小説「津軽」の像記念館

６月からの津鉄の弁当は
「だざい弁当」
（要3日前予約で駅受け取り可能）☎0173－34－2148

注文は2個より承ります。注文は2個より承ります。

6/1～8/31 1,000円（税込）

　小説「津軽」でラストを飾る小泊。この場所で幼少期の子
守をしていたタケさんと感動的な再会を果たしました。再
会公園と呼ばれる屋外では、再会小屋、銅像、太宰の長女・
津島園子さん書の文学碑があります。建物内では、タケと太
宰の関係をパネルなどで紹介しています。在りし日のタケ
さんの貴重なインタビューが収録されたビデオシアター、
太宰の合成音声が聴けるコーナーは必見・必聴です！

料　　金：1泊2食8000円～9000円、素泊4000円
住　　所：青森県北津軽郡中泊町大字小泊字小泊186
電　　話：0173-64-3838　IN15：00/OUT10：00
アクセス：弘南バス小泊線「浜町」停留所下車徒歩1分

時間：9：00～16：30（４月～10月）　9：00～16：00（11月～3月）
休館日：無休（４月～9月）
　　　　毎週月・火曜日（10月～3月）祝日は翌日
　　　　年末年始（12月28日～1月4日）
入館料：小・中学生50円/高校・大学生100円/一般200円
住所：青森県北津軽郡中泊町大字小泊字砂山1080番地1
電話：０１７３－６４－３５８８
アクセス：弘南バス小泊線「小学校前」停留所下車徒歩１分

▶アジサイと
　夢のキャンバス号

◆ホタル列車（７月中旬）
◆夕陽列車（７月13日）
◆ビール列車（７月下旬）
◆真夏のストーブ列車（8月4日）

◇太宰列車
　（前編：6月15日～9月9日
　　後編：9月10日～11月30日）
◇七夕列車（6月29日～7月7日）
◇立佞武多運行（8月4・6・8日）
◇立佞武多線路上運行（8月9日）

※いずれも予定であり、変更になる
　場合があります。また、日程が決
　定していないものについてはホー
　ムページやアテンダントブログに
　てご確認ください。

「金木駅」「金木駅」

「嘉瀬駅」「嘉瀬駅」
津鉄の駅
紹介します

　津軽鉄道５番目の駅です。平成16年まで有人駅だったため、今
でも当時の面影を感じることが出来ます。駅の周囲には家々が建
ち並び、無人駅になった現在も、多くの人に使われている駅です。
　ホームにはテレビの企画でＳＭＡＰ香取慎吾さんと、当時小学生
の子供達が一緒に絵を描いた「夢のキャンバス号」が飾られ、ホームに咲くアジサイとも
に、利用者の目を楽しませています。また、駅徒歩圏内には「スコップ三味線快館」という
スコップと栓抜きを使った演奏を聴け、体験もできる施設もあります。

　津軽鉄道６番目の駅です。金木駅は、津軽鉄道で唯一の列車交換駅で、構内には現
在ほとんど見られなくなった、腕木式信号機があります。小説家・太宰治の生家である
「斜陽館」も近く、観光スポットへのアクセスポイ
ントとしても賑わう駅です。開業時から
使用されていた木造駅舎は平成１
５年に改築され、金木交流プラ
ザなどを併設した、新駅舎にな
りました。

旅館 津軽小泊館旅館 津軽小泊館
夏におススメの宿!!

【津軽鉄道】

【アテンダント】

2 出会橋出会橋

6 おさかな海岸おさかな海岸
出会橋の他、友情橋もあります。

太宰とたけ
再会の道の

石碑がたくさんあります。
見つけてみてください。

アテンダントがおス
スメする食事処です。
定食から、海鮮までメ
ニュー豊富です。
●定休日/日曜日
TEL/0173-64-2854

　小泊の名物「ごんげんざき」
や、名菓を扱っているお店
●定休日/第3水曜日
TEL/0173-34-3754

下記、民宿紹介欄をご参照ください。

海鮮を取り揃えております。おさかな海岸定食(1000円)
●定休日/木曜日　TEL/0173-64-2001

4じゅうもんじ屋じゅうもんじ屋

イベント情報

　トゲクリガニやアワビ、サザエ、小泊
名物ヤリイカの刺身など季節によって異
なる新鮮な魚介を使った食事と、晴れた
日は北海道が見える立地が自慢です。
　旅館の方の笑顔と、料金以上の感動に
出会え、俳優松方弘樹さんもこよなく愛
する素敵なお宿です。　
一度泊まるとまるで自分の家にいるよう
な居心地の良さも魅力です。


